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１ 利用者の皆様へ 

天童高原スキー場が、天童市から特定非営利活動法人ＮＰＯ天童高原に指定

管理の業務委託を受け１２年目の運営になります。 

ファミリースキー場として安全、安心を最優先に、法令遵守と安全輸送に努

めてまいりました。 

本報告書は、鉄道事業法に基づき、輸送の安全確保のための取組みや安全の

実態について自ら振り返ると共に、広く御理解いただくために公表するもの

です。 

 

特定非営利活動法人ＮＰＯ天童高原 

理事長 緑 三郎 

 

２ 基本方針 

運営理念の基本は安全の確保です。安全基本方針を次のように掲げ、理事長以

下職員等に周知徹底しております。 

(1) 一致団結して輸送の安全の確保に努めます。 

(2) 輸送の安全に関する法令及び関連する規程並びに実施細則をよく理解する

とともにこれを遵守し、厳正、忠実に職務を遂行します。 

(3) 常に輸送の安全に関する状況を把握するよう努めます。 

(4) 職務の実施に当たり、推測によることなく確認の励行に努め、疑義のあると

きは、上司の判断を仰ぎ、適切に処理します。 

(5) 事故、災害等が発生したときは、旅客の安全を最優先に行動し、速やかに適

切に対応します。 

(6) 情報は漏れなく、迅速、正確に伝え、透明性を確保します。 

(7) 輸送の安全に関する技術、知識は、進んで取り入れ、研鑚に努めます。 

 

３ 安全目標 

索道輸送安全目標は、昨年度同様、人身障害事故の発生件数を０件とします。 

 

４ 事故等の発生状況 

(1) 索道人身障害事故 

令和７年度索道人身障害事故はありません。 

（１３年間連続、人身障害事故発生なし） 

(2) 災害（地震や異常気象など） 

令和７年度災害による運行停止はありません。 

(3) インシデント（事故の兆候） 

令和７年度インシデント（事故の兆候）はありません。 
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５ 輸送の安全確保のための取組み 

(1) 人材教育 

安全確保のため、シーズン営業開始前の令和７年１２月１５日、１６日の２

日間職員研修会を実施しました。 

今シーズンも新人職員が入社したこともあり、安全教育の他、設備、接遇に

関する研修も行いました。 

   

 平成２６年度から、毎日営業運転終了後にヒヤリハットや業務の内容に   

ついて、グループミーティングを実施して安全に対する意識向上と対策検

討、イベントや今後留意すべき点の確認などを行った。 

    

(2) 緊急時対応訓練 

シーズン営業開始前に職員一同で救助訓練を実施し、合わせて地震時の対応

要領やＡＥＤと消火訓練も実施しました。 

   

 

(3) 安全の維持 

施設及び設備の点検、整備を定期的に実施し、合わせて索道メーカーによる

定期点検を行い、安全を確認している。 
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(4) 索道安全目標 

  スキーシーズン中の索道安全目標  

   期間 令和７年１２月２０日（土）～令和８年３月２２日（日） 

  １） 安全目標 

   ① 索道人身傷害事故 ０件 

   ② 車両運転事故   ０件 

  ２） 取組内容 

   ① 利用者への適切な対応 

② 体調管理の徹底及び感染症予防対策の実施 

   ③ 作業時の安全確保と複数人作業の徹底 

   ④ 異常気象時の情報収集と伝達の徹底 

   ⑤ 車両運転時における安全運転の徹底 

   ⑥ 乗降場とスキーコース整備の徹底 

   ⑦ 報告・連絡・相談の徹底 

 

期間目標  

○期間 令和７年１２月２０日（土）～令和８年１月９日（金） 

１） 安全目標 

① 索道人身障害事故 ０件 

② 車両運転事故   ０件 

２） 取組内容 

① 利用者への適切な対応 

② 体調管理の徹底及びインフルエンザ予防対策の実施 

③ 乗降場の整備とスキーコース整備の徹底 

④ リフト・建物周辺とゲレンデにおける安全点検実施 

⑤ 雪上車両安全運転管理規定の励行 

⑥ 作業時の安全確保と複数人作業の徹底 

 

 ○期間 令和７年１月１０日（土）～令和８年２月１１日（水・祝） 

１） 安全目標 

① 索道人身障害事故 ０件 

② 車両運転事故   ０件 

２） 取組内容 

① 利用者への適切な対応 

② 体調管理の徹底及びインフルエンザ予防対策の実施 

③ 乗降場とスキーコース整備の徹底 

④ 異常気象時における情報収集と適切な伝達の徹底 
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⑤ 落雪等危険箇所の点検及び安全確保の徹底 

⑥ 作業時の安全確保と複数人作業の徹底 

     

○期間 令和８年２月１２日（木）～令和８年３月２２日（日） 

１） 安全目標 

① 索道人身障害事故 ０件 

② 車両運転事故   ０件 

２） 取組内容 

① 利用者への適切な対応 

② 体調管理の徹底 

③ 乗降場の適切な管理 

④ ゲレンデ整備の徹底 

⑤ 車両運転時における安全運転の徹底 

⑥ 作業時の安全確認と複数人作業の徹底 

 

６ 安全目標に対する取り組みと成果 

（１）ゲレンデの安全を確保する為、日々オペレーターの技術向上に取り組

んでいます。また日々の天候やゲレンデの変化に対応する為にオペレー

ター同士で緊密に連携しその時に適した対応を実施しています。 

   さらに圧雪車の特性を活かす為、オペレーター間で圧雪データを共有

し、スノーブレードを使用した圧雪でゲレンデの安全性の向上に努めて

います。 

   今後もオペレーター同士で研鑽を積み、ゲレンデ上の安全確保を行い 

ます。 

 

  （２）営業後に実施しているグループミーティング並びにヒヤリハットを行う

ことで、各係員の意識及び技術の向上を行い、乗客の安全確保のための

停止を実施しています。また、ゲレンデ内に異常がないか情報の共有を

行い安全性の向上に努めています。今後も継続して取り組みます。 

     毎日乗り場、降り場の整備を徹底して行い乗客が移動する際の安全を確

保しています。 

乗客の服装や装備品にも目配りを行い、リフトを使用する際に危険を伴

いそうな場合は、声がけを行い乗客の理解を得て安全性を確保していま

す。 
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７ 令和７年度天童高原スキー場（特定非営利活動法人ＮＰＯ天童高原） 

安全管理体制 

事業運営会議（第６条第１項第４号関係） 

理事長 

安全統括管理者 

索道技術管理者 

第２ペアリフト 

索道技術管理員 

（索道主任） 

第１ペアリフト 

索道技術管理員 

（索道主任） 

第１ペアリフト 第２ペアリフト 

・
改
札
係 

・
出
札
係 

・
監
視
係 

・
乗
客
係 

・
運
転
係 

・
改
札
係 

・
監
視
係 

・
乗
客
係 

・
運
転
係 

理事長 輸送の安全確保に関する最終的責任を負う。 

安全統括管理者 
索道事業の輸送の安全の確保に関する業務を統括す

る。 

索道技術管理者 

安全統括管理者の指揮の下、索道の運行の管理、索道施

設の保守管理その他技術上の事項に関する業務を統括

管理する。 

索道技術管理員 

（索道主任） 

索道技術管理者の指揮の下、索道技術管理者の行う業

務を補助する。 
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８ 当スキー場をご利用の皆様へ（告知） 

当スキー場では、皆様の安全を守るために最善の努力を尽くしています。ご

利用の皆様は、次の事柄をご理解のうえ、別に定められた「スキー場の行動

規則」を守って、事故のないようにしてください（スノーボーダーは、「スキ

ー」を「スノーボード」と読み替えてください。）。 

(1) スキーには、次のような特有の危険があることをご承知の上、これをご自

分の注意により、避けるようにしてください。 

① 雪、風、霧など、天候による危険 

② 崖、凸、凹など、地形による危険 

③ アイスバーン、雪崩など、雪の状態による危険 

④ 岩石、立木など、自然の障害物による危険 

⑤ リフト施設、建物、雪上車両など、人工の障害物による危険 

⑥ 他のスキーヤーとの接触による危険 

⑦ 自らの失敗による危険 

(2) スキー場管理区域の外に出ないでください。管理区域内でもコースに指定

されていない所には、出ないでください。 

どちらも万一出るときは、ご自分で一切の責任を負うことをご承知くださ

い。 

(3) 保護者の目の届かない所でのお子様の単独行動は、お止め下さい。 

(4) 当スキー場では、この告知並びにスキー場の行動規則の無視及び軽視によ

る事故は、責任を負いかねます。 

 

以上の事柄を承知出来ない方は、このスキー場でのスキーをお断りします。 

 

９ スキー場の行動規則 

(1) 他人を傷つけたり、おびやかしたりしてはならない。 

(2) 地形、天候、雪質、技能、体調、混雑等の状況に合わせてスピードをコン

トロールし、いつでも危険を避けるために止まれるよう、滑り方を選ばなけ

ればならない。 

(3) 前にいる人の滑走を妨害してはならない。 

(4) 追い越す時は、その人との間隔を十分にあけなければならない。 

(5) 滑り出すとき、合流するとき、斜面を横切るときは、上をよく見て安全を

確かめなければならない。 

(6) コースの中で座り込んではならない。狭い所や上から見通せない所では、

立ち止まることも慎まなければならない。転んだときは、すばやくコースを

あけなければならない。 
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(7) 登るとき、歩くとき、止まるときは、コースの端を利用しなければならな

い。 

(8) スキーやスノーボードには、流れ止めをつけなければならない。 

(9) 掲示、標識、場内放送等の注意を守り、スキーパトロール、スキー場係員

の指示に従わなければならない。 

(10) 事故に出会ったときは、救助活動と通報に協力し、当事者、目撃者を問わ

ず、身元を明らかにしなければならい。 

 

10 ご連絡先 

安全報告書へのご感想、ＮＰＯ天童高原への取組みに対する、ご意見をお寄 

せください。 

 

 

〒９９４－０１０４ 

山形県天童市大字田麦野１３２１ 

特定非営利活動法人ＮＰＯ天童高原 

電 話：０２３－６５７－３６２８ 

ＦＡＸ：０２３－６５７－３６０２ 

メール：mail@tendokogen.or.jp 
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